（Ｈ24年2月）

· パワーハラスメントに当たる行為が厚生労働省から例示されました。
厚生労働省の「職場のいじめ・嫌がらせ問題に関する円卓会議ワーキング・グループ」では、「職場のいじめ・嫌がらせ問題」いわゆる「パワーハラスメント」が、近年、社会問題となりつつあることを踏まえ、昨年7月からこの問題にどう対応すべきかを議論し、このほどその報告をとりまとめて公表しました。
それによりますと、職場のパワーハラスメントを６つの行為類型に分類し、都道府県労働局で実際に取り扱った相談事例をいくつか例示しています。
1 身体的な攻撃（暴力・傷害）
· 段ボールで突然叩かれる
· 上司がネクタイを引っ張る、叩く、蹴る、物を投げる

· ０℃前後の部屋で仕事をさせられる

2 精神的な攻撃（脅迫、名誉毀損、侮辱、ひどい暴言）
· お客の前で「バカ、ボケ、カス、人としてなっていない」と罵倒される

· 仕事を取り上げられ、毎日「辞めてしまえ」と言われる
· ロッカーや冷蔵庫内の私物食品の盗みを疑われる
3 人間関係からの切り離し（隔離、仲間外し、無視）
· 社員旅行への参加を拒絶される

· 自分だけ回覧物を回されない、暑気払いや忘年会によばれない
· 中国転勤を断ったところ、仕事を与えられず小部屋に隔離される

4 過大な要求（業務上明らかに不要なことや遂行不可能なことの強制、仕事の妨害）
　・終業時間間際に、大量の仕事を今日中に残業せずに処理するよう指示された
5 過小な要求（業務上の合理性なく、能力や経験とかけ離れた程度の低い仕事を命じることや仕事を与えないこと）
　・一日中会社構内の草むしりの仕事を一人だけさせられた

6 個の侵害（私的なことに過度に立ち入ること）

今回の報告では、次のように職場のパワーハラスメントを定義しています。

「職場のパワーハラスメントとは、同じ職場で働く者に対して、職務上の地位や人間関係・専門知識などの職場内の優位性を背景に、業務の適正な範囲を超えて、精神的・身体的苦痛を与える又は職場環境を悪化させる行為をいう」
パワーハラスメントについては、業務上の指導との線引きが難しいという面は確かにあります。上司が部下の成長を願って、多少厳しい言葉で叱咤激励することはよくあることです。その場合でも、常に「その人の人格や尊厳を傷つける行為や言動をしてはいけない」という絶対的な基準を頭に入れて行う必要があります。人格や尊厳を傷つけられたと感じる基準は、人それぞれ違いますので個別に対応を変えなければならない場面も出てくるでしょう。上司にとっては非常に悩ましい問題ですが、多少きついことを言ってもわかりあえる、そのような人間関係を常日頃から形作っておくことが今後ますます重要になってきたといえるでしょう。（工藤克己）
